
略して

「子家セン」!
八丈町子ども家庭支援センター事業のご案内

子ども家庭支援センターとは
″
地域の子育て支援・相談援助の中核機関

″
です。児童虐待問題も含め、地域で

発生する子どもと家庭に関するあらゆる問題は、まず、身近な区市町村が主体と

なつて、関係機関との連携により対応していく体制が必要との東京都児童福祉審

議会における提言を受けて、平成 7年に東京都が事業化しました。実施主体は区

市町村で、者F内 60区市町村で実施されています。

八丈町子ども家庭支援センターについて
八丈町では、平成 17年に子ども家庭支援センターが設置さ

れました。保育士、保健師、社会福祉士等の専門職を配置し、

子どもや子育て家庭の身近な相談窓口として、育児、しつけ、

児童虐待などあらゆる相談に応じています。また、子どもと保

護者の交流の場の提供や一時預かり、フアミリーサポートなど

の子育て家庭への支援事業も行つています。

個国罰講
18歳未満のお子さまに関するあらゆる相談の窓口です。育児中の方やお子さん自身に限らず、

妊娠中の方、これからパパやママになる方、どなたからでもお受けします (内容についての秘密は

守られます)。 匿名での相談、電話やメール、訪間での相談、開所間外の相談も可能です。
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相談支援 ネツトワークづくり

サービス提供 情報提供。広報啓発

子ども家庭支援センター

子育て支援

●開所日時

●所 在 地

●電  話
●メ ー ル

●ホームページ

【平 日】午前 8時 45分 ～午後 5時
大賀郷 2551番 地 2(八 丈町役場 内 )
04996-2-4300
kOdOmO@10Wn.hOChiJO.10kyO.lp

hllp://www。 lown.hochlJo.lokyo.lp/kokosen/

第 2土 曜 日は

交流ひろばのみ実施

【第 2土曜 日】午前 9時～正午

子縁組せずに里親になりたい
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υ交流ひろば事業

子育て家族のふれあい、交流の場として屋内広場を無料で開放してい

ます。時間内出入り自由です。毎週水曜日10時 30分から、パネルシ
アター、リズム遊び、工作などの催しを行つています。

●対象児童

●利用曰時

●利用方法

0～木就学児

開所日時と同 じです

利用登録が必要となります

食べ物、おもちゃの持ちさみは出来ません (飲み物可 )

保護者の何らかの理由によリー時的に保育が必要な場合に、お子さまをお預かりします。

保育の援助を受けたい方 (利用会員)に、お手伝いができる方 (提供会員)を紹介します。

●対象児童

●利用料金

●利用方法

●講 習 会

概ね生後 6か 月～ 10歳 未満
1時 間 700円 (平 日午前 8時～午後 5時 )
1時 間 900円
(平 日上記以外の時間、土・日・祝・年末年始 )

利用登録が始要となります

(利 用会員登録説明会に参カロして ください )

提供会員になるには当センターが実施する

講習会の受講が始要です

提供会員紹介 利用会員紹介

′
利用登録    提供登録

‐
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量
===ト
報酬支払

児童相談所が一時保護又は施設措置等を行った児童が家庭復帰した後の家庭等への「見守リサポ

ー ト事業」、望まない妊娠、産後うつなど子育てに対して強い不安等を抱える家庭、虐待リスクを

抱える家庭等、特に養育支援が必要な家庭への「養育支援訪問事業 (一部有料 )」 を行っています。

児童虐待等で保護を要する児童、支援が必要とされる児

童や保護者に対し、複数の機関で援助を行うための、児童

福祉法に基づくネットワークです。八丈町では当センター

が協議会運営の中核として関係機関の調整を行っています。

《猛1理)
0身体計測、オムツ交換用ベッド、授乳スペース、調乳用のお湯の提供を行つています。

。広報 。啓発として「ほのぼの通信」の発行、インターネットによる情報提供、子育て家族写真

展、児童虐待防止 PR活動などを行っています。
平成 29年 4月 発行

③一時預かり事業

●対象児童

●利用定員

●利用日数

●利用日時

●利用料金

●利用方法

満 1歳～木就学児 (保育園入園児を除 く)

同時刻 3名

同 じ子 どもが週 2回 まで利用可
開所 日時中で継続 して 1日 4時間以内
1時 間 350円
利用登録が始要 とな ります (交 流ひろば登録 と兼用です )

利用月の前月 1日 か ら利用 日の 2日 前までに窓口で申 し込iみ が出来ます

④フアミリー・サポート・センター事業

利用会員 提供会 員

⑤要支援家庭サポート事業

⑤要保護児童対策地域協議会 (サポートネットワータ)

学快嗽瀧呼除 福社事務所 民生・り瞳委員

保 育 所 児童相談所 医療 機 関
児童福祉担当 警 察 署 そ の イ°し
母子保健担当 保 健 所

子ども家庭支援センター

(調整機関)
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